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下関北九州道路の調査検討について（報告） 

下関北九州道路は、本州と九州を結ぶ関門間の安定した道路交通を支え、関門地域の連携

を強化する道路である。平成29年度には国の道路調査費補助を受け、同年5月に「下関北

九州道路調査検討会」（以下「調査検討会」という。）を設立し、概略ルート、構造形式、整

備手法の３つの観点からゼロベースでの検討を行ってきた。 

今回、平成２９年度に行った検討内容及び成果、今後の課題について報告する。 

１ 調査検討の流れ 【資料１】 

調査検討会は、２県２市、経済界、国の地方整備局を構成員として設立し、平成 29 年

5月 30日に第1回調査検討会を開催した。この中で具体の検討を行うため、その下部に

「概略ルート等」、「構造形式」、「整備手法」の３つのワーキンググループ（以下「ＷＧ」

という。）を設置した。各ＷＧにおける検討を経て、平成 30 年 3 月 25 日に第２回調査

検討会を開催し、調査検討のとりまとめを行った。 

２ これまでの調査検討の報告 【資料２】（第２回調査検討会資料）

３ 調査検討の成果と今後の課題 【資料３】

平成29年度の調査検討会の成果及び今後の課題を下記のとおりとりまとめた。 

 ＜成果及び今後の課題・要旨＞ 

○概略ルートについて 

   （成果）下関市彦島迫町付近～北九州市小倉北区西港町付近を結ぶルート帯が望ましい 

   （課題）多様なニーズの幅広い汲み取り、地域の理解向上及び合意形成が必要 

  ○構造形式について 

   （成果）橋梁、トンネルについて、様々な観点から評価を行い、各々の特徴を整理 

   （課題）高度かつ専門的な技術検討、地域にとって望ましい構造形式の検討が必要 

  ○整備手法について 

   （成果）有料道路事業を対象として想定されるＰＦＩ的手法について、導入の狙いや基

本スキームをとりまとめ、導入にあたっての論点を整理 

   （課題）民間への意向把握を行い民間参入が可能となる条件整理に加え、関門海峡を跨

ぐ３路線の一体的運用による地域便益の最大化等についての検討が必要 
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【資料１】



下関北九州道路調査検討会及び各ワーキンググループの開催状況 

【下関北九州道路調査検討会】２回開催 

第１回下関北九州道路調査検討会 

平成 29年 5月 30日（火）10:00～ 下関市商工業振興センター 

第２回下関北九州道路調査検討会 

平成 30年 3月 25日（日）13:00～ ステーションホテル小倉 

【概略ルート等に関するWG】４回開催 

第１回概略ルート等に関するWG 

平成 29年 7月 25日（火）10:00～ 下関市商工業振興センター 

第２回概略ルート等に関するWG 

平成 29年 11月 6日（月） 9:30～ 福岡県吉塚合同庁舎 

第３回概略ルート等に関するWG 

平成 29年 12月 27日（水）13:00～ 福岡県庁 

第４回概略ルート等に関するWG 

平成 30年 2月 19日（月）13:00～ ミクニワールドスタジアム北九州 

【構造形式に関するWG】４回開催 

第１回構造形式に関するWG 

平成 29年 7月 25日（火）11:00～ 下関市商工業振興センター 

第２回構造形式に関するWG 

平成 29年 11月 6日（月）10:30～ 福岡県吉塚合同庁舎 

第３回構造形式に関するWG 

平成 29年 12月 27日（水）14:00～ 福岡県庁 

第４回構造形式に関するWG 

平成 30年 2月 19日（月）14:00～ ミクニワールドスタジアム北九州 

【整備手法に関するWG】３回開催 

第１回整備手法に関するWG 

平成 29年 11月 6日（月）11:30～ 福岡県吉塚合同庁舎 

第２回整備手法に関するWG 

平成 29年 12月 27日（水）15:00～ 福岡県庁 

第３回整備手法に関するWG 

平成 30年 2月 19日（月）15:00～ ミクニワールドスタジアム北九州 
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【資料２】
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【資料３】


